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EHIME SHINKIN BANK DISCLOSURE 2023

2022年度 業績の概要

預金・貸出金の状況

　お客さまとの日々の対話を大切にし、それぞれのお客さまのニーズや課題に適したご提案に努めた結果、預金・貸出金
ともに順調に増加しました。３月末の預金残高は前期末比41億円増加の6,692億円、貸出金残高は前期末比148億円増
加の3,278億円となりました。

◆ 預金・積金残高 ◆貸出金残高

利益の状況
　新型コロナウイルス感染症や資源価格の高騰の影響が続く中、これまでどおりお客さま本位の活動に努め、地域の多
くの方々に金融機能・サービスをご利用いただきました。また、効率的な余資運用や経費管理、適切なリスク管理などに
努めました。
　その結果、貸出金利息や有価証券利息配当金などの資金運用収益が増加したことなどから、経常収益、経常利益およ
びコア業務純益は前期と比べて順調に増加しました。一方で、法人税等が増加したことから当期純利益は減少し、増収
減益の決算となりました。

◆ 経常収益 ◆ 経常利益 ◆当期純利益

【用語のご説明】
●業務純益
　預金積金利息などの資金調達費用をはじめとする業務費用から金銭の信託運用見合費用を控除した額を、貸出金利息などの資金運用収益をはじ
めとする業務収益から差し引いて算出するもので、信用金庫の主な業務によって得た純利益を表しています。

●コア業務純益
　業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加え、国債等債券５勘定尻（国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、国債等債券償還損、国
債等債券償却）を控除したもので、金融機関本来の事業活動のみの利益を表しています。

2022年度 業績の概要 ※計数はすべて単体ベースで表示しています。

　当金庫の自己資本は、大部分がこれまでの利益の積上げによる内部留保で構成されています。 2023年３月末の自己
資本額は63,291百万円となり、各種リスクの顕在化を仮定した場合でも経営の健全性・安全性を十分に確保しています。
また、自己資本比率は20.85％となり、国内基準（４％）を大幅に上回る高い水準を維持しています。

【用語のご説明】
●自己資本比率
　リスクに応じて計算された資産（＝リスク・アセット）に対する自己資本の割合を表すもので、金融機関の健全性を示す重要な指標とされています。

●内部留保
　自己資本のうち、これまでの利益の積上げにより計上された利益準備金、特別積立金および繰越金が該当します。

●リスク・アセット等
　毀損の可能性がある資産のことで、資産（貸出金、有価証券等）のリスクに応じた掛け目を乗じて算出します。

自己資本の状況

　有価証券運用については、従来から安全性・流動性に留意し、国債・地方債・政府保証債を中心とした運用を行っています。
2023年３月末においては、市場金利の上昇に伴い債券等は評価損となっていますが、この評価損が万一顕在化した場合を想
定しても、上記「自己資本の状況」のとおり十分な自己資本（内部留保）を保有しており、経営の健全性は確保しています。

有価証券の状況

■満期保有目的の債券

◆有価証券の時価等情報
■その他有価証券 （単位：百万円）

区　　　分 貸借対照表計上額 取得原価（償却原価） 評価差額
株　　　式
債　　　券

国　債
地方債
社　債

そ　の　他
合　　　計

3,358
305,190
50,253
100,582
154,354
23,713
332,262

2,144
317,405
54,053
102,962
160,389
26,072
345,622

1,214
△12,215
△3,800
△2,379
△6,035
△2,359
△13,360

（注）１．貸借対照表計上額は、３月末日における市場価格等に基づいています。
　 2．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は含みません。

（単位：百万円）

区　　　分 貸借対照表計上額 時　　　価 評価差額
債券（社債）
合　　　計

53
53

52
52

△0
△0

（注）時価は、３月末日における市場価格等に基づいています。

◆有価証券残高構成

（注） 社債は、「金融債」及び「事業債」です。
 その他は、「投資信託」、「外国証券」及び「その他の証券」です。

（単位：百万円）
665,103 669,279658,550

2021年３月末 2022年３月末 2023年３月末

600,000

400,000

200,000

0

（単位：百万円）

2021年３月末 2022年３月末 2023年３月末

313,009 327,894320,691
300,000

200,000

100,000

0

（単位：百万円）

8,000

6,000

4,000

2,000

0

9,7949,362

2022年３月期 2023年３月期

（単位：百万円）

1,500

1,000

500

0
2022年３月期 2023年３月期

1,748
1,929 （単位：百万円）

1,000

500

0
2022年３月期 2023年３月期

1,252
1,065

（単位：百万円）

自己資本

（内部留保）

リスク・アセット等

自己資本比率

（Ａ）

（Ｂ）

（Ａ／Ｂ）
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◆自己資本にかかる指標の推移
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19.83％

2016年3月末
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2019年3月末
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20.82％
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303,506

20.85％
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333,015

百万円
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地方債
100,582

公社公団債
74,175

社債
80,231

その他23,765
株式4,006
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2022年度 業績の概要

財務諸表・主要な経営指標の推移

（単位：千円）

◆主要な経営指標の推移

658,550

320,691

9,350

1,666

2,335

1,485

1,586

20

20.73％

2.75％

669,279

327,894

9,794

2,036

1,929

1,065

1,522

20

20.85％

3.75％

665,103

313,009

9,362

1,683

1,748

1,252

1,553

20

20.82％

3.77％

預金積金残高

貸出金残高

経常収益

コア業務純益

経常利益

当期純利益

出資総額
出資に対する配当金
（出資1口当り）：（円）

自己資本比率

不良債権比率

（単位：百万円）

2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

◆第73期貸借対照表 ◆第73期損益計算書
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）（2023年3月31日現在）

科　　　　目 金　　額

経常収益

　資金運用収益

　役務取引等収益

　その他業務収益

　その他経常収益

経常費用

　資金調達費用

　役務取引等費用

　その他業務費用

　経費

　その他経常費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前当期純利益

法人税等合計

当期純利益

9,794,990

8,339,682

618,225

801,669

35,412

7,865,666

392,932

809,270

132,222

5,734,333

796,907

1,929,324

44,158

164,262

1,809,220

743,806

1,065,413
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。

現金

預け金

有価証券

貸出金

外国為替

その他資産

有形固定資産

無形固定資産

繰延税金資産

債務保証見返

貸倒引当金

4,419

67,159

333,015

327,894

166

3,922

10,936

187

4,550

549

△ 4,249

科　　　　目 科　　　　目金　　額 金　　額

（　資　産　の　部　）
預金積金

譲渡性預金

借用金

コールマネー

その他負債

退職給付引当金

その他の引当金等

再評価に係る繰延税金負債

債務保証

出資金

利益剰余金

処分未済持分

会員勘定合計

その他有価証券評価差額金

土地再評価差額金

評価・換算差額等合計

負債及び純資産の部合計

669,279

8,700

3,572

9,575

1,491

1,193

321

689

549

695,374

1,522

60,445

△ 53

61,913

△ 9,664

929

△ 8,735

53,178

748,552

（　負　債　の　部　）

（　純　資　産　の　部　）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

純資産の部合計

748,552

2022年度 業績の概要 ※計数はすべて単体ベースで表示しています。

【用語のご説明】
●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態・経営成績が悪化し、契
約に従った債権元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

●要管理債権
　「３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

●正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管理債権」
以外の債権です。

金融再生法に基づく開示債権の状況
　お客さまの資金繰りの円滑化に努めるとともに、本部と営業店が連携し、経営改善や経営力の強化に積極的に取り組み
ました。
　当金庫では、厳格な基準のもと償却・引当を行い、不良債権に係る会計上の処理はすべて完了しています。不良債権と引
当金の計上および担保・保証等による保全額との差額1,792百万円に対し、当金庫の自己資本の構成の中心となっている内
部留保額は60,386百万円であり、経営に与える影響は極めて少なく、健全性を十分に確保しています。

　営業店職員とマネーアドバイザー（資産運用支援部所属の
預かり資産専担職員）が連携しながら定期的にお客さまを訪
問し、それぞれの資産状況や運用方針にあわせて、さまざまな
情報を分かりやすくお伝えし、ニーズに合わせた商品をご紹介
する活動に努めました。

預かり資産の状況

（単位：百万円）

預かり資産残高
29,190
百万円 保険

19,397

投資信託
8,949

国債 843

（注） １． 投資信託は、３月末日における市場価格等に基づいています。
 ２． 保険は、「年金保険」「終身保険」「学資保険」です。

◆ 預かり資産残高構成

正常債権
316,325百万円
（96.24％）

（単位：百万円）

不良債権　12,327

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権
575

危険債権
7,717

要管理債権
4,034

保全額　10,534

貸倒引当金
3,010

担保・保証等
7,524

差額
1,792

保全率
85.45％

不良債権
12,327 百万円
（3.75％）



16

EHIME SHINKIN BANK DISCLOSURE 2023

2022年度 業績の概要

財務諸表・主要な経営指標の推移

（単位：千円）

◆主要な経営指標の推移

658,550

320,691

9,350

1,666

2,335

1,485

1,586

20

20.73％

2.75％

669,279

327,894

9,794

2,036

1,929

1,065

1,522

20

20.85％

3.75％

665,103

313,009

9,362

1,683

1,748

1,252

1,553

20

20.82％

3.77％

預金積金残高

貸出金残高

経常収益

コア業務純益

経常利益

当期純利益

出資総額
出資に対する配当金
（出資1口当り）：（円）

自己資本比率

不良債権比率

（単位：百万円）

2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

◆第73期貸借対照表 ◆第73期損益計算書
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）（2023年3月31日現在）

科　　　　目 金　　額

経常収益

　資金運用収益

　役務取引等収益

　その他業務収益

　その他経常収益

経常費用

　資金調達費用

　役務取引等費用

　その他業務費用

　経費

　その他経常費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前当期純利益

法人税等合計

当期純利益

9,794,990

8,339,682

618,225

801,669

35,412

7,865,666

392,932

809,270

132,222

5,734,333

796,907

1,929,324

44,158

164,262

1,809,220

743,806

1,065,413
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。

現金

預け金

有価証券

貸出金

外国為替

その他資産

有形固定資産

無形固定資産

繰延税金資産

債務保証見返

貸倒引当金

4,419

67,159

333,015

327,894

166

3,922

10,936

187

4,550

549

△ 4,249

科　　　　目 科　　　　目金　　額 金　　額

（　資　産　の　部　）
預金積金

譲渡性預金

借用金

コールマネー

その他負債

退職給付引当金

その他の引当金等

再評価に係る繰延税金負債

債務保証

出資金

利益剰余金

処分未済持分

会員勘定合計

その他有価証券評価差額金

土地再評価差額金

評価・換算差額等合計

負債及び純資産の部合計

669,279

8,700

3,572

9,575

1,491

1,193

321

689

549

695,374

1,522

60,445

△ 53

61,913

△ 9,664

929

△ 8,735

53,178

748,552

（　負　債　の　部　）

（　純　資　産　の　部　）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

純資産の部合計

748,552

2022年度 業績の概要 ※計数はすべて単体ベースで表示しています。

【用語のご説明】
●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

●危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態・経営成績が悪化し、契

約に従った債権元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

●要管理債権
「３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

●正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管理債権」
以外の債権です。

金融再生法に基づく開示債権の状況
お客さまの資金繰りの円滑化に努めるとともに、本部と営業店が連携し、経営改善や経営力の強化に積極的に取り組み

ました。
　当金庫では、厳格な基準のもと償却・引当を行い、不良債権に係る会計上の処理はすべて完了しています。不良債権と引
当金の計上および担保・保証等による保全額との差額1,792百万円に対し、当金庫の自己資本の構成の中心となっている内
部留保額は60,386百万円であり、経営に与える影響は極めて少なく、健全性を十分に確保しています。

営業店職員とマネーアドバイザー（資産運用支援部所属の
預かり資産専担職員）が連携しながら定期的にお客さまを訪
問し、それぞれの資産状況や運用方針にあわせて、さまざまな
情報を分かりやすくお伝えし、ニーズに合わせた商品をご紹介
する活動に努めました。

預かり資産の状況

（単位：百万円）

預かり資産残高
29,190
百万円 保険

19,397

投資信託
8,949

国債 843

（注）１． 投資信託は、３月末日における市場価格等に基づいています。
２． 保険は、「年金保険」「終身保険」「学資保険」です。

◆ 預かり資産残高構成

正常債権
316,325百万円
（96.24％）

（単位：百万円）

不良債権　12,327

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権
575

危険債権
7,717

要管理債権
4,034

保全額　10,534

貸倒引当金
3,010

担保・保証等
7,524

差額
1,792

保全率
85.45％

不良債権
12,327 百万円
（3.75％）




